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　あけましておめでとうございます。with コロ

ナの状況が続く中、市民のみなさまにおかれまし

ては、穏やかな新年をお迎えになられたこととお

慶び申し上げます。

　さて、今年 4 月から本市の第二次総合計画に

おいて、4 年間にわたる中期基本計画がスタート

いたします。3 つの創る「地域を創る」「ひとを創

る」「まちの価値を創る」を核として、デジタル化

やスマイルエイジング事業の推進、並びに山口東

京理科大学との連携を横断的施策として捉え、市

民・企業・団体のみなさまをはじめ、多くの方々

と力を合わせ、協創によるまちづくりを進めてま

いります。そして after コロナを見据えた新たな

生活様式や社会経済活動の実践など、新しい時代

を切り拓いていくためには、更なる「工夫」と「行

動」が必要になると考えています。一歩でも二歩

でも前進すべく、新しいことにチャレンジして

いきます。その具体的施策の 1 つが、昨年末の

市議会でご承認いただきました、「地域交流セン

ター」の設置です。これは、公民館の所管をこれ

までの教育委員会から市長部局に移管するととも

に名称を変更し、市内に 11 ある公民館の機能を

維持しつつ、より広範な地域課題解決のための拠

点施設として進化、発展させることを目指すもの

です。これによって、今まで公民館が担ってきた

生涯学習施設としての役割に加え、「まちづくり」

に関わる取組を地域のみなさまが主体的に行うこ

とが可能となります。様々な地域活動の拠点、交

流の場として、市民のみなさまにとっても、より

使い勝手が良くなるように努めてまいります。　

　また、本市が重点的に取り組んでいる文化・ス

ポーツの分野においては、「ガラス」のブランディ

ングをスタートいたします。新たな取組になりま

すので、今後 SNS をはじめ、メディアでも取り

上げられると思いますので、是非注目しておいて

ください。加えて、デジタル化の推進も、昨年に

引き続き取組を加速させていくべき施策の１つで

す。現在は、昨年４月に外部人材を登用する中で

立ち上げたデジタル推進室を中心として、スマー

トシティを見据えた取組や、スマート自治体の構

築に向けた取組を進めているところであり、デジ

タル化を通じた市民サービスの向上に積極的に取

り組んでまいります。

　山陽小野田市は自然・歴史・伝統・文化・ス

ポーツ・産業・大学と多様な資源に恵まれていま

す。そしてそこに関わっていらっしゃる人材こそ

が大きな宝でもあります。「まち」を創るのは「ひ

と」です。LABV をはじめとする新たな挑戦も、

多様な人々と共に、それぞれの思いや知恵を出し

合い、切磋琢磨し、互いに響き合うことではじめ

て可能となります。この１年もみなさまに「共感」

していただけるような取組を進め、新たな時代

の「まちの価値」を生み出しながら、「スマイルシ

ティ山陽小野田」を市民のみなさまと一緒に創っ

ていきたいと思いますので、どうぞ宜しくお願い

いたします。

　2022 年、令和 4 年が市民のみなさまにとりま

して素晴らしい１年となりますことをお祈りいた

します。
山陽小野田市長　藤田 剛二

新年のごあいさつ

コロナとの共生、そして新しい時代へ


